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＇
懐
徳
堂
と
適
塾
は
、
共
に
江
戸
後
半
期
に
お
け
る
大
坂
を
代
表

す
る
学
問
研
さ
ん
の
府
で
あ
り
、
一
方
は
官
学
、
他
方
は
私
学
、

ま
た
一
方
は
漠
学
の
雄
、
他
方
は
洋
学
の
雄
と
し
て
と
も
に
激
変

す
る
時
代
的
要
請
に
応
え
て
き
た
。
世
上
艇
々
の
文
化
不
毛
の
地

と
す
る
大
阪
評
が
聞
か
さ
れ
る
な
か
で
、
既
に
最
も
実
利
的
な
活

力
を
展
開
し
て
い
た
江
戸
期
の
大
坂
に
お
い
て
日
本
の
誇
り
と
も

言
う
べ
き
懐
徳
堂
や
適
熟
を
生
み
育
て
た
大
坂
町
人
の
進
取
的
な

文
化
意
識
が
垣
間
見
え
て
面
白
く
、
ま
た
、
く
し
く
も
懐
徳
堂
の

文
化
遣
産
は
大
阪
大
学
文
学
部
、
適
塾
の
そ
れ
は
同
医
学
部
が
継

承
し
、
同
大
学
が
大
阪
と
い
う
歴
史
的
都
市
が
育
ん
だ
地
域
文
化

の
継
承
と
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
姿
が
う
か
が
え
て
心
強
い
。

懐
徳
堂
や
適
塾
の
創
立
と
そ
の
学
風
、
お
よ
び
社
会
的
役
割
と

懐
徳
堂
の
人
々
（
三
）

は
じ
め
に

懺
毎
堂
の
人
々
（
三
）

懐
徳
堂
の
立
地
を
支
え
た
尼
崎
町
界
隈
の
町
並
み

ー
そ
の
歴
史
地
理
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
ー
—
!

そ
の
評
価
な
ど
に
つ
い
て
は
、
既
に
研
究
し
尽
さ
れ
た
感
が
あ

り
、
今
さ
ら
取
り
あ
げ
る
余
地
も
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
本

稿
は
、
特
に
懐
徳
堂
に
関
し
、
今
ま
で
あ
ま
り
実
証
的
に
は
追
跡

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
側
面
、
つ
ま
り
懐
徳
堂
の
経
営
基
盤
や
学
風

形
成
と
も
か
か
わ
り
、
多
く
の
町
人
学
者
や
文
化
人
を
翡
出
し
た

豪
商
の
屋
敷
立
地
を
課
題
化
し
、
筆
者
が
先
に
「
適
塾
立
地
の
歴

史
地
理
的
背
景
」
（
「
適
塾
」
十
五
号
昭
和
五
七
年
）
と
題
し

て
試
み
た
手
法
、
即
ち
水
帳
記
戴
の
地
図
化
と
そ
の
経
年
的
分
析

に
よ
っ
て
解
明
し
て
み
た
い
。

享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
の
妙
智
焼
で
、
正
徳
三
年
（
一
七
一

―
―
-
）
に
安
土
町
二
丁
目
北
側
堺
筋
西
入
る
表
口
四
間
、
奥
行
二
〇

間
の
屋
敷
に
創
建
さ
れ
た
後
、
当
時
高
麗
橋
三
丁
目
苧
屋
三
郎
右

懐
徳
堂
の
立
地
を
支
え
た
尼
崎
町
界
隈
の
町
並
み

一
、
懐
徳
堂
創
立
の
経
過
と
尼
崎
町
界
隈

矢

内

昭



懐
徳
堂
の
人
々
（
三
）

懐
徳
堂
の
立
地
を
支
え
た
尼
崎
町
界
隈
の
町
並
み

衛
門
借
家
に
立
地
し
て
い
た
三
宅
石
庵
（
寛
文
五
ー
享
保
十
五

年
）
主
宰
の
講
舎
多
松
堂
も
焼
失
し
た
。
そ
こ
で
同
年
、
こ
れ
ま

で
石
庵
の
学
識
に
心
酔
し
後
援
し
た
道
明
寺
屋
吉
左
衛
門
（
富
永

芳
春
、
歿
年
不
明
）
・
-
―
-
星
屋
武
右
衛
門
（
中
村
良
斎
、
享
保
十

七
年
歿
）
・
備
前
屋
吉
兵
衛
（
吉
田
可
久
、
明
和
四
年
歿
）
．
舟
橋

屋
四
郎
右
衛
門
（
長
崎
克
之
、
生
歿
年
不
明
）
・
鴻
池
屋
又
四
郎

（
山
中
宗
古
、
宝
暦
四
年
歿
）
等
五
同
志
が
中
心
と
な
り
、
尼
崎

町
一
丁
目
の
道
明
寺
屋
吉
左
衛
門
隠
居
屋
敷
（
表
口
六
間
半
奥

行
二

0
間
）
の
無
償
提
供
を
う
け
て
「
吾
党
の
学
問
所
」
と
し
て

の
講
舎
再
建
が
な
り
、
平
野
郷
含
翠
堂
に
避
難
中
の
石
庵
の
帰
坂

を
求
め
て
諧
舎
も
新
し
く
懐
徳
堂
と
命
名
し
開
学
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
学
問
好
き
と
い
わ
れ
た
当
時
の
為
政
者
将
軍
吉
宗

の
文
教
政
策
と
懐
徳
堂
経
営
基
盤
の
永
続
的
安
定
を
願
う
五
同
志

の
意
図
が
結
合
し
、
中
井
甍
庵
（
元
禄
六
ー
宝
暦
八
年
）
に
よ
る

対
幕
閣
接
衝
奔
走
も
奏
効
し
て
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
に
は

東
隣
尼
崎
屋
市
右
衛
門
（
金
崎
高
直
）
の
焼
跡
明
屋
敷
を
併
わ
せ

た
表
口
十
一
間
半
裏
行
二

0
間
の
屋
敷
を
改
め
て
拝
領
し
、
三
宅

石
庵
を
初
代
学
主
、
中
井
甍
庵
を
預
り
人
と
す
る
幕
府
公
許
の

「
学
校
」
（
通
称
学
問
所
）
と
し
て
開
学
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
こ
に
お
い
て
去
る
元
禄
一
＿
一
年
（
一
六
九

O
)
将
軍
網
吉
に

よ
り
幕
臣
教
学
の
府
と
し
て
の
昌
平
坂
学
問
所
開
学
か
ら
遅
れ
る

こ
と
三
十
七
年
に
し
て
漸
＜
天
下
の
台
所
と
も
言
う
べ
き
大
坂
に

お
い
て
も
そ
の
町
人
教
化
の
官
学
聖
堂
設
立
が
実
現
し
た
わ
け
で

あ
る
が
、
そ
の
拝
領
屋
敷
が
元
来
負
担
し
て
い
た
三
役
の
町
役
免

除
の
扱
い
も
、
実
際
は
道
頓
堀
吉
左
衛
門
と
九
郎
右
衛
門
両
町
が

そ
の
裏
尻
買
添
地
の
新
建
家
免
許
と
ひ
き
か
え
に
代
替
負
担
し
て

い
る
（
「
水
帳
」
享
保
十
一
年
奥
書
）
。

ま
た
懐
徳
堂
の
運
営
経
費
は
五
同
志
そ
の
他
有
力
町
人
の
相
談

衆
に
よ
る
義
援
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
な
ど
あ
く
ま
で
町
人
主
嘩
型

で
経
営
さ
れ
て
い
る
点
そ
の
特
色
が
う
か
が
え
る
。

尼
崎
町
一
・
ニ
丁
目
水
帳
を
経
年
的
に
整
理
し
た
屋
敷
創
図

（図
1
)
の
享
保
十
一
年
図
は
、
こ
の
学
問
所
開
設
直
前
の
店
並

み
を
表
わ
し
て
お
り
、
屋
敷
地
の
提
供
者
で
あ
る
造
り
醤
油
屋
の

道
明
寺
屋
吉
左
衛
門
・
尼
崎
屋
市
右
衛
門
両
家
の
尼
崎
町
一
丁
目

に
お
け
る
立
地
が
確
認
で
き
、
ま
た
、
五
同
志
の
一
人
で
あ
り
か

つ
懐
徳
堂
経
営
の
有
力
な
資
金
的
後
援
者
と
な
っ
た
両
替
商
鴻
池

屋
又
四
郎
家
（
初
代
宗
古
は
、
本
家
二
代
宗
利
の
子
）
は
同
二
丁

目
北
側
に
表
ロ
ニ
ニ
間
半
奥
行
二

0
間
大
店
を
構
え
て
い
る
が
、

又
四
郎
没
後
の
同
家
は
漸
次
斜
陽
化
し
、
安
永
七
年
図
以
降
で
は

そ
の
屋
敷
が
本
家
善
右
衛
門
家
の
所
有
に
移
っ
て
い
る
。
な
お
、

五
同
志
の
一
人
道
明
寺
屋
吉
左
衛
門
家
の
醤
油
店
は
懐
徳
堂
の
筋

向
い
表
口
十
間
奥
行
二

0
間
の
大
店
を
構
え
、
芳
春
・
仲
基
父
子



と
も
懐
徳
堂
経
営
に
参
画
し
、
こ
と
に
仲
基
（
正
徳
五
ー
延
享
―
―
―

年
）
は
懐
徳
堂
が
生
ん
だ
天
才
と
評
さ
れ
る
町
人
学
者
で
、
彼
の
．

仏
学
論
説
は
そ
の
著
作
『
出
定
後
語
』
（
延
享
二
年
）
に
結
実
さ

れ
た
。
こ
の
富
永
家
一
門
も
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
図
で
は
既

に
姿
を
消
し
て
い
る
。

ま
た
、
寛
保
一
―
一
年
（
一
七
四
一
―
-
）
以
来
学
内
に
起
居
し
た
五
井

蘭
洲
の
主
唱
に
よ
り
此
の
頃
か
ら
尼
崎
町
に
限
り
無
縁
の
人
で
も

聴
講
を
許
し
て
地
元
と
の
親
密
な
関
係
取
り
結
び
が
は
か
ら
れ
た

模
様
で
、
安
永
七
年
の
同
町
屋
敷
割
図
で
は
懐
徳
堂
東
四
軒
目
に

そ
の
屋
敷
が
記
さ
れ
て
い
る
当
時
の
町
年
寄
川
井
立
斎
（
医
師
）

の
聴
講
も
許
さ
れ
、
彼
は
漠
詩
・
和
歌
の
素
養
も
あ
っ
て
蘭
洲
門

下
の
和
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
様
に
な
り
『
日
本
紀
瑣
言
』
『
古

今
和
歌
通
』
な
ど
の
著
作
を
残
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
一
・
ニ
丁
目
分
割
以
前
の

尼
崎
町
の
起
立
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
そ
の
開
発
町
人
と
目
さ
れ

る
尼
崎
屋
一
党
の
う
ち
造
り
醤
油
屋
を
営
ん
だ
市
右
衛
門
家
は
、

尼
崎
一
丁
目
の
持
屋
敷
を
懐
徳
堂
用
地
に
提
供
し
た
後
、
北
接
の

梶
木
町
に
本
拠
を
移
し
た
ら
し
く
、
梶
木
町
屋
敷
割
図
（
図
2
)

の
寛
政
十
年
図
に
は
表
ロ
一
九
間
奥
行
二

0
間
の
大
店
を
構
え
、

そ
の
一
族
七
右
衛
門
家
も
表
ロ
一
〇
間
余
の
二
屋
敷
を
持
つ
大
店

と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
両
家
は
「
懐
徳
堂
定
約
附
記
」
（
宝
暦

懐
徳
堂
の
人
々
（
三
）

八
年
）
に
五
同
志
の
家
筋
と
共
に
連
署
し
て
お
り
、
ま
た
中
井
竹

山
（
享
保
十
五
ー
文
化
一
年
）
が
四
代
学
主
に
就
任
し
た
天
明
二

年
(
-
七
八
二
）
の
「
相
談
党
」
記
載
の
八
人
衆
に
も
鴻
池
屋
惣

太
郎
（
又
四
郎
家
三
代
宗
通
）
・
播
磨
屋
九
郎
兵
衛
（
梶
木
町
の
寛

政
・
安
政
両
図
に
表
口
五
間
余
の
屋
敷
記
載
）
と
共
に
加
わ
り
、

『
懐
徳
堂
内
事
記
』
に
は
「
な
か
ん
ず
く
両
尼
崎
屋
は
、
諸
事
引

き
受
け
の
世
話
を
致
さ
れ
候
」
と
あ
っ
て
懐
徳
堂
の
経
営
に
深
く

か
か
わ
っ
て
き
た
家
筋
で
あ
る
が
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
図

で
は
七
右
衛
門
家
は
既
に
な
く
、
吉
右
衛
門
家
の
み
が
表
口
三
間

半
の
小
店
と
し
て
残
存
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

懐
徳
堂
も
草
創
期
の
三
宅
石
庵
・
中
井
甍
庵
コ
ソ
ビ
の
時
代
を

終
え
、
や
が
て
中
井
竹
山
•
履
軒
（
享
保
十
五
ー
文
化
十
四
年
）

兄
弟
に
よ
る
経
営
の
時
期
を
迎
え
る
。
共
に
先
代
中
井
甍
庵
の
学

友
で
石
庵
な
き
後
は
懐
徳
堂
教
学
に
恵
念
し
た
五
井
蘭
洲
（
元
禄

+
！
宝
暦
十
三
年
）
の
薫
陶
を
受
け
た
逸
材
で
、
儒
家
と
し
て
大

成
し
、
そ
の
名
声
を
博
し
た
が
、
こ
と
に
竹
山
は
懐
徳
堂
の
経
営

面
で
敏
腕
を
振
う
と
共
に
、
寛
政
元
年
(
-
七
八
九
）
に
は
『
草

茅
危
言
』
（
全
十
巻
）
を
著
し
て
時
の
老
中
松
平
定
信
に
献
ず
る

懐
徳
堂
の
立
地
を
支
え
た
尼
崎
町
界
隈
の
町
並
み

二
、
懐
徳
堂
の
そ
の
後
を
支
え
た

町
人
学
者
の
店
分
布
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な
ど
政
治
向
の
提
言
も
行
い
、
ま
た
寛
政
四
年
の
大
火
で
類
焼
し

た
講
舎
の
再
建
に
当
っ
て
は
こ
の
機
に
敷
地
を
拡
大
し
て
名
実
と

も
に
官
学
と
し
て
強
化
さ
れ
た
懐
徳
堂
の
再
興
に
奔
走
す
る
な
ど

巾
の
広
い
行
動
を
展
開
し
、
父
梵
庵
の
経
営
の
オ
を
継
承
し
て
い

る。
ま
た
、

五
井
蘭
洲
な
き
後
の
懐
徳
堂
教
学
は
三
代
学
主

楼
が
病
身
の
た
め
消
極
化
し
、
か
つ
彼
の
朱
陸
一
致
説
が
批
判
の

的
に
さ
れ
る
な
ど
一
時
そ
の
学
政
も
乱
れ
た
が
、
天
明
二
年
（
一

七
八
二
）
竹
山
が
四
代
学
主
に
就
い
て
以
来
一
変
し
て
世
上
そ
の

学
風
を
「
ぬ
え
学
問
」
と
評
さ
れ
、
ま
た
そ
の
権
力
す
り
よ
り
型

の
姿
勢
に
悪
評
が
た
つ
な
ど
の
批
判
を
う
け
な
が
ら
も
、
既
に
私

塾
水
哉
館
を
主
宰
し
、
常
に
孤
高
的
な
学
究
態
度
を
守
っ
た
履
軒

の
協
力
も
あ
っ
て
再
び
自
由
濶
達
な
学
風
を
と
り
も
ど
し
、
利
の

正
当
性
に
立
脚
し
、
近
代
科
学
へ
の
関
心
に
ま
で
ひ
ろ
が
る
懐
徳

堂
学
派
の
文
運
隆
昌
を
も
た
ら
し
た
。
そ
し
て
こ
の
時
期
に
は
そ

の
講
筵
に
連
な
る
多
く
の
町
人
学
者
も
翡
出
し
、
ま
さ
に
大
坂
和

学
の
黄
金
期
を
画
し
た
感
が
あ
る
。

な
か
で
も
享
和
二
年
(
-
八

0
二
）
に
『
夢
の
代
』
（
全
十
二

巻
）
を
著
し
て
そ
の
革
新
的
な
学
識
を
集
約
し
た
升
屋
小
右
衛
門

（
山
片
婚
桃
、
寛
延
元
ー
文
政
四
年
）
と
、
文
化
十
一
(
-
八

懐
徳
堂
の
人
々
(
l
=
l
)

一七

一
五
）
の
『
三
貨
図
彙
』
（
全
四
冊
）
や
『
草
間
伊
助
筆
記
』

（
全
六
巻
）
な
ど
多
く
の
大
著
を
残
し
た
鴻
池
屋
伊
助
（
草
間
直

方
、
宝
暦
―
―
―
ー
天
保
二
年
）
は
そ
の
双
璧
と
い
え
よ
う
。

升
屋
は
米
仲
買
五
軒
仲
間
の
内
に
加
わ
る
米
方
両
替
で
、
天
明

四
年
(
-
七
八
四
）
の
大
火
以
来
堂
島
中
一
丁
目
か
ら
梶
木
町
に

移
っ
て
開
店
し
た
。
寛
政
・
安
政
両
年
度
の
同
町
屋
敷
割
図
に
は

そ
の
表
口
十
九
間
余
の
大
店
が
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
升
屋
小
右

衛
門
は
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
に
升
平
の
店
支
配
就
任
以
来
四

代
当
主
平
右
衛
門
重
芳
（
延
享
三
｛
天
保
七
年
）
を
助
け
て
経
営

の
オ
を
振
い
、
親
類
並
の
別
家
と
し
て
升
平
店
東
二
軒
目
の
表
口

六
間
半
の
屋
敷
（
升
屋
小
三
郎
名
儀
）
を
居
宅
と
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
ま
た
、
丁
稚
時
代
の
彼
を
育
て
た
二
代
当
主
平
右
衛

門
重
賢
（
宝
永
三

i
明
和
六
年
）
も
な
か
な
か
の
聞
人
と
し
て
知

ら
れ
た
と
い
う
。
鴻
池
屋
は
今
橋
二
丁
目
に
本
拠
を
お
い
た
十
人

両
替
の
善
右
衛
門
家
に
勤
め
た
大
番
頭
で
、
後
に
は
別
家
の
伊
助

家
を
相
続
し
、
文
化
六
年
(
-
八

0
九
）
以
来
今
橋
二
丁
目
の
中

橋
筋
西
北
角
に
表
口
六
間
半
の
店
屋
敷
と
十
五
間
の
掛
屋
敷
を
も

つ
本
両
替
の
大
店
を
構
え
て
い
た
こ
と
が
安
政
三
年
の
同
町
図
か

ら
も
確
認
で
き
、
ま
た
安
永
七
年
の
尼
崎
町
一
丁
目
屋
敷
割
図
に

は
淀
屋
橋
筋
に
面
し
た
角
地
に
彼
が
入
婿
し
た
伊
助
家
の
表
口
八

間
半
の
店
屋
敷
が
記
さ
れ
て
い
る
。

懐
徳
堂
の
立
地
を
支
え
た
尼
崎
町
界
隅
の
町
並
み



懐
徳
堂
の
人
々
(
-
―
-
）

な
お
、
蘭
洲
門
下
の
住
友
分
家
泉
屋
理
兵
衛
（
入
江
友
俊
、
享

保
一
―
-
！
寛
政
十
二
年
）
は
豊
後
町
で
本
両
替
を
営
む
豪
商
で
、
和

学
の
大
家
僧
契
沖
の
学
風
に
私
淑
し
た
好
学
の
士
と
し
て
知
ら
れ

る
が
、
そ
の
懐
徳
堂
経
営
と
の
直
接
的
な
か
か
わ
り
は
不
明
で
あ

る
。
ま
た
同
町
の
小
川
屋
喜
太
郎
（
加
藤
友
輔
）
は
折
屋
町
で
表

ロ
十
九
間
、
奥
行
十
三
間
の
大
店
を
構
え
た
（
安
政
一
―
一
年
同
町
水

帳
）
薬
種
商
で
あ
る
が
、
歌
人
学
者
と
し
て
も
知
ら
れ
、
天
明
二

年
の
相
談
八
人
衆
に
も
加
わ
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
か
つ
て
の
五
同
志
・
八
人
衆
な
き
後
の
懐
徳
堂
経

営
を
資
金
的
に
後
援
し
た
有
力
町
人
名
や
そ
の
所
在
に
つ
い
て

は
、
懐
徳
堂
文
庫
所
蔵
の
古
文
書
精
査
の
機
会
を
得
な
い
ま
ま
の

起
稿
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
そ
の
す
べ
て
を
明
ら
か
に
出
来
な

い
が
、
天
明
年
間
の
『
懐
徳
堂
義
金
簿
』
に
は
升
屋
平
右
衛
門
が

登
場
し
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
八
）
の
懐
徳
堂
再
建
も
升
屋
平
右

衛
門
の
肩
入
れ
が
貢
献
し
た
と
い
う
。
同
九
年
の
中
井
蕉
園
預
り

人
相
続
に
際
し
、
翌
十
年
実
施
さ
れ
た
経
営
安
定
基
金
の
応
募
は

不
振
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
升
平
・
鴻
伊
の
応
分
の
後
援
を
得
た

も
の
と
推
定
さ
れ
、
天
明
以
来
の
懐
徳
堂
経
費
は
升
屋
・
千
草

屋
・
尼
崎
屋
に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
て
い
た
。
天
保
四
年
(
-
八
一
―
―

―
―
-
）
の
修
復
予
備
義
金
の
応
募
者
は
六
六
名
で
そ
の
内
に
山
片
平

朔
（
四
代
重
芳
）
・
山
片
平
右
衛
門
（
五
代
重
信
）
・
山
片
七
兵
衛
・

山
片
小
右
衛
門
（
芳
達
）
・
山
片
小
三
郎
の
五
名
が
加
わ
り
、
学

問
自
慢
を
旨
と
す
る
升
屋
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
。
同
義

金
に
は
山
中
善
右
衛
門
・
草
間
伊
助
・
鴻
池
治
助
・
山
中
鶴
之
助

（
又
四
郎
家
七
代
）
等
鴻
池
一
統
も
加
わ
っ
て
い
る
が
、
升
屋
ほ

ど
そ
の
経
営
に
密
着
し
な
か
っ
た
模
様
で
あ
る
。
な
お
、
懐
徳
堂

は
安
政
六
年
(
-
八
五
九
）
に
も
「
永
続
助
成
銀
」
の
無
利
子
借

入
を
募
っ
た
が
、
千
草
屋
（
平
瀬
）
宗
十
郎
・
同
市
郎
兵
衛
、
炭

屋
（
白
川
）
彦
五
郎
が
そ
の
筆
頭
に
登
場
し
て
い
る
。
千
草
屋
は

播
州
宍
粟
郡
千
草
郷
の
鉄
商
と
し
て
産
を
な
し
、
元
禄
年
間
に
上

坂
し
た
新
興
の
両
替
屋
で
、
寛
政
・
安
政
両
年
度
の
梶
木
町
図
で

は
既
に
そ
の
淀
屋
橋
筋
西
南
角
に
表
口
十
四
間
半
の
大
店
を
構
え

て
お
り
、
ま
た
同
町
の
尼
崎
屋
市
右
衛
門
家
衰
微
に
際
し
、
そ
の

店
の
大
半
表
口
十
五
間
半
を
掛
屋
敷
と
し
て
継
承
し
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
文
化
・
安
政
両
年
度
の
尼
崎
町
一
丁
目
屋
敷

割
図
に
は
懐
徳
堂
東
隣
に
も
表
口
十
六
間
に
及
ぶ
千
草
屋
の
拍
家

抱
屋
敷
が
記
さ
れ
な
か
な
か
の
資
産
家
と
し
て
成
功
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
の
七
代
亀
之
助
（
平
瀬
露
香
、
天
保
十
！
明
治

四
十
一
年
）
は
、
か
つ
て
の
木
村
薬
衷
堂
（
元
文
一
ー
享
和
二

年
）
の
再
現
か
と
も
評
さ
れ
た
博
学
多
オ
の
聞
人
で
、
懐
徳
堂
経

営
の
最
後
を
切
り
盛
り
し
た
町
人
学
者
で
も
あ
る
。
な
お
、
千
宗

と
共
に
こ
の
期
の
懐
徳
堂
経
営
に
助
力
し
た
千
草
屋
市
郎
兵
衛
は

懐
徳
堂
の
立
地
を
支
え
た
尼
崎
町
界
隅
の
町
並
み

一八



大
川
沿
い
の
北
浜
か
ら
今
橋
通
り
を
経
て
京
街
道
筋
の
高
麗
橋

通
り
に
至
る
界
隈
は
北
脇
と
呼
ば
れ
、
膜
々
ヶ
北
筋
辺
の
よ
い
衆

は
ク
と
評
さ
れ
る
諸
事
格
別
の
長
者
町
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
、
享
保
十
一
年
以
来
の
懐
徳
堂
（
尼
崎
町
一
丁
目
）
、

天
保
三
年
以
来
の
梅
花
社
（
同
二
丁
目
）
、
同
十
四
年
以
来
の
適

塾
（
過
書
町
）
、
安
政
元
年
以
来
の
九
桂
草
堂
（
伏
見
町
）
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
当
時
の
大
坂
を
代
表
し
た
講
舎
の
多
く
が
こ
の
界
隈
に

育
ち
、
船
場
の
文
教
街
と
も
い
う
べ
き
町
柄
を
形
成
し
て
い
た
。

北
脇
北
端
の
北
浜
通
り
は
船
場
表
の
浜
の
町
で
、
過
書
船
と
渡

海
結
節
の
船
着
き
場
と
し
て
賑
わ
っ
た
。

長
崎
貿
易
と
深
く
か
か
わ
っ
た
北
浜
一
丁
目
の
俵
物
会
所
や
過

書
町
の
銅
座
役
所
も
立
地
し
て
大
坂
に
お
け
る
内
外
情
報
セ
ン
タ

ー
の
役
割
を
担
い
、
そ
の
南
裏
の
今
橋
通
り
は
そ
の
一
丁
目
に

懐
徳
堂
の
人
々
（
三
）

懐
徳
堂
の
立
地
を
支
え
た
尼
崎
町
界
隅
の
町
並
み

、
大
坂
の
学
芸
を
支
え
た
北
脇
長
者
町
の
環
境

尼
崎
町
二
丁
目
に
表
口
六
間
・
五
間
半
の
二
屋
敷
（
安
政
三
年
水

帳
）
を
も
つ
資
産
家
で
あ
り
、
炭
屋
彦
五
郎
は
天
明
八
年
(
-
七

八
八
）
に
開
店
し
た
両
替
商
で
、
十
人
両
替
と
も
な
り
、
安
政
三

年
の
平
野
町
一
丁
目
水
帳
に
は
表
口
六
間
六
尺
奥
行
二
十
間
半
の

店
と
を
東
隣
に
表
口
六
間
の
掛
屋
敷
を
も
つ
大
店
と
し
て
記
さ

れ
、
こ
の
屋
敷
は
現
存
し
て
い
る
。

一九

「
天
五
」
と
「
乎
五
」
、
二
丁
目
に
「
鴻
善
」
「
鴻
篤
」
「
鴻
庄
」

「
鴻
伊
」
な
ど
鴻
池
一
党
が
立
地
す
る
本
両
替
の
町
を
形
成
し
、

そ
の
両
替
店
は
西
隣
り
の
尼
崎
町
一
丁
目
の
「
鴻
猶
」
「
鴻
市
」

の
出
店
に
波
及
し
て
い
る
が
、
同
町
の
「
加
島
作
」
、
二
丁
目
の

「
米
伊
」
、
梶
木
町
の
「
升
平
」
は
何
れ
も
堂
島
米
市
に
近
い
地

の
利
を
生
か
し
て
出
店
し
た
米
仲
買
店
で
、
東
の
本
両
替
、
西
の

米
方
両
替
に
代
表
さ
れ
る
今
橋
通
り
と
そ
の
界
隈
は
、
大
坂
商
内

を
動
か
す
巨
大
な
金
融
街
を
形
成
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の

通
り
に
は
ま
た
そ
の
一
・
ニ
丁
目
に
堺
屋
・
紙
屋
両
統
に
よ
る
江

戸
積
紙
問
屋
が
立
地
し
、
そ
の
南
側
の
高
麗
橋
通
り
に
は
一
丁
目

に
岩
城
升
屋
・
三
井
越
後
屋
に
代
表
さ
れ
る
現
銀
正
札
の
呉
服
太

ま

お

物
店
、
ニ
・
三
丁
目
に
信
州
取
引
の
苧
麻
問
屋
が
集
中
し
、
ま
た

北
浜
二
丁
目
か
ら
過
書
町
に
か
け
て
は
法
華
庄
次
郎
を
は
じ
め
と

す
る
三
塩
問
屋
、
梶
木
町
に
は
尼
崎
屋
・
天
川
屋
な
ど
の
造
り
醤

油
屋
が
店
を
構
え
る
な
ど
大
坂
を
天
下
の
台
所
た
ら
し
め
た
船
場

の
旦
那
衆
の
働
き
場
と
し
て
そ
の
大
店
が
軒
を
連
ね
る
町
並
み
を

形
成
す
る
と
と
も
に
ま
た
旦
那
衆
の
蓄
財
と
し
て
投
資
し
た
多
く

の
拍
家
抱
屋
敷
の
並
ぶ
町
並
み
で
も
あ
っ
た
。

北
脇
の
西
部
が
当
時
の
大
坂
の
文
教
街
的
な
様
相
を
み
せ
た
背

景
と
し
て
は
、
北
浜
が
果
し
て
い
た
内
外
情
報
セ
ン
タ
ー
的
機
能

と
、
船
場
の
旦
那
衆
が
正
路
の
商
内
に
精
を
出
し
て
蓄
財
し
た
後



懐
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懐
徳
堂
の
立
地
を
支
え
た
尼
崎
町
界
隅
の
町
並
み

し

も

た

や

は
家
業
を
譲
っ
て
仕
舞
屋
に
隠
居
し
、
分
相
応
の
諸
芸
を
修
め
粋

人
・
聞
人
と
し
て
の
余
生
を
楽
し
む
こ
と
を
理
想
と
す
る
風
潮
が

あ
り
、
長
者
町
と
い
わ
れ
る
北
脇
に
は
多
く
の
隠
居
屋
敷
が
分
布

し
て
大
坂
の
学
芸
を
支
え
た
一
種
の
文
化
サ
ロ
ン
的
な
環
境
が
醸

成
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
も
よ
る
と
い
え
よ
う
。
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